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１．「Ｂ-Ⅰ-３．新たな評価技術の開発と提案」関係資料

１－１． 主要な部位・部材・機器の耐用年数についての考え方

大 分 類 中 分 類 小 分 類 ＢＥＬＣＡ 官庁営繕 建築学会 法定耐用年数

外部 屋根 アスファルト防水（露出） －

アスファルト防水（保護） 30 30 20

シート防水 15 － 50

外壁 タイル －

吹付け（リシン） 30 15 25 50

石張り（花崗岩） 60 65 25 50

建具 ステンレスシャッター 60 40 50

電気設備 受変電設備 変圧器 30 30 25 15

自家発電設備 ディーゼル発電機 30 30 30 15

ガスタービン発電機 －

直流電源 鉛蓄電池 7 7 10 6

アルカリ蓄電池 15 25 6

中央監視装置 中央監視装置 10

空調設備 冷熱源 レシプロ冷凍機 15 15 15

ターボ冷凍機 20 20 15

吸収式冷凍機 20 20 15

空冷チラーユニット －

水冷チラーユニット 15 － 15

温熱源 鋳鉄製ボイラ 25 － 30 15

鋼板製温水ボイラ 15 15 25 15

炉筒鉛管ボイラ 20 15

冷温熱源 吸収式冷温水発生器 － 15

空冷ヒートポンプチラー －

水冷ヒートポンプチラー －

冷却塔 冷却塔（ＦＲＰ製） 15 13 15

冷却塔（鋼板製） 15 － 15

空調機 エアーハンドリングユニット 15 20 15

水冷パッケージ 15 20 15

空気熱源ヒートポンプパッケージ 15 15 15

ビル用マルチエアコン 15 － 15

衛生設備 ポンプ 揚水ポンプ 15 15 15

加圧給水ポンプユニット －

冷温水ポンプ 15 20 15

冷却水ポンプ 15 20 15

給湯循環ポンプ 15 20 15 15

水槽類 受水槽（ＦＲＰ製） 20 25 15

受水槽（鋼板製） 20 20

受水槽（ステンレス製） 20 30 15

高架水槽（ＦＲＰ製） 20 25 15

高架水槽（鋼板製） 20 20

高架水槽（ステンレス製） 20 30 15

貯湯槽（鋼板製） 15 20 15 15

貯湯槽（ステンレス製） 15 25 15

トイレ トイレ －

搬送設備 エレベータ 乗用エレベータ 25 － 17

人荷用エレベータ －

非常用エレベータ －

電動小荷物用昇降機 －

規格型エスカレータ 25 － 15

耐 用 年 数
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１－３． 既存の用途から新用途への変更可能性についての簡易チェック表

施設の構造耐力と空間特性から見た用途変更の可能性について

・下表のように、縦軸に公共施設の既存の用途を分類し、横軸に公共施設の用途と民間施設の用途を表示する。

・縦軸の用途を横軸の用途に転用する場合の一般的な可能性について検討する。

・新用途を考える上で、可能性の高い用途が解り易くなり、検討すべき用途の優先順位が見えてくる。

・建物全体を用途変更するか、比較的に規模が大きい用途変更についての検討資料である。

・費用をかければ技術的な対応は可能になることが多く、あくまで初期段階で一般的な可能性を絞ることに活用する。

・建物の一部分の用途変更や規模の小さい用途変更は、技術・費用的に対応が簡単になり、この表とは別に検討する。

ただし、耐力が不足する場合は、構造補強の程度により用途変更の可能性有り

数値は、建築基準法による積載荷重（N/㎡）で上段床、下段地震力を示す

耐力の評価を枠内左側に表示◎ 可能性大 ○ 可能性あり △工夫により可能性あり × 難しい

Ⅱ．空間の特性（階高、空間の大きさ、採光可能性）から見た用途変更の可能性

空間の評価を枠内右側に表示◎ 可能性大 ○ 可能性あり △工夫により可能性あり × 難しい

Ⅲ．構造耐力・空間特性の総合評価を色で表示

可能性大 可能性中

用途変更可能性簡易チェック表
変更用途

既存用途

Ⅰ
庁舎

出張所
警察・消防署

Ⅱ
市民会館
公民館
集会所

Ⅲ
美術館
博物館

Ⅳ
学校

Ⅴ
集合住宅

Ⅵ
福祉施設

Ⅶ
病院

Ⅷ
ホテル・旅館

Ⅸ
店舗

（物販・飲食）

Ⅹ
工場
倉庫

ⅩⅠ
事務所

Ⅰ
庁舎

出張所
警察・消防署

２９００
８００ △ ◎ ◎ ○ ◎ △ ◎ △ ◎ ○ ◎ × ◎ △ △ △   × ○ ◎ ◎

Ⅱ
市民会館
公民館
集会所

◎ ○
固定席、その他

2900、3500
1600、3500

◎ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ ○ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎   × ○ ◎ ◎

Ⅲ
美術館
博物館

◎ ◎ △ ◎
２９００

８００ ◎ ○ ◎ × ◎ × ◎ × ◎ △ △ ○   × ◎ ◎ ○

Ⅳ
学校 △ ○ △ ◎ △ ○

教室
２３００

８００
◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ △ ○   × ◎ △ ◎

Ⅴ
集合住宅 × × × × × × × ×

居室
１８００

６００
◎ ◎ ◎ × ◎ △ × △   × △ × △

Ⅵ
福祉施設 × × × △ × × × × ◎ ○

病室
１８００

６００
◎ △ ◎ △ × △ × △ × △

Ⅶ
病院 × △ × △ × × × △ ◎ △ ◎ ◎

病室
１８００

６００
◎ ○ × △ × △ × △

１８００
６００

売り場床
２９００
１３００

倉庫
３９００

２９００
８００

Ⅰ．構造耐力から見た用途変更の可能性
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施設の用途変更について下記の用途分類で転用の可能性をチェックする

公共施設 民間施設

Ⅰ．庁舎（庁舎、出張所、警察署、消防署） Ⅰ．なし

Ⅱ．会館（市民会館、公民館、集会所、スポーツ施設） Ⅱ．集会場、ホール

Ⅲ．美術館、博物館（資料館、展示室） Ⅲ．美術館、博物館

Ⅳ．学校（小学校、中学校、高校、大学、専門学校、図書館等） Ⅳ．学校、大学、専門学校等、図書館
Ⅴ．集合住宅（市営住宅、県営住宅等） Ⅴ．集合住宅（分譲、賃貸住宅）

Ⅵ．福祉施設（老人福祉施設、身障者福祉施設、保健施設） Ⅵ．福祉施設

Ⅶ．病院（診療所、保健所等医療施設） Ⅶ．病院、診療所

Ⅷ．ホテル、旅館

Ⅸ．店舗（物販、飲食）

Ⅹ．工場、倉庫

下表のように、縦軸に公共施設の既存の用途を分け、横軸に公共施設と民間施設の用途を表示する

縦軸の用途を横軸の用途に転用する場合、既存建物の空間特性から新用途に使えるかの可能性をプロットする

新用途を考える上で、検討すべき用途の優先順位が見えてくる

Ⅰ．空間特性、階高（天井高）、空間の大きさ、採光可能性から見た用途変更の可能性
◎ 可能性大 ○ 可能性あり △工夫により可能性あり × 難しい

Ⅰ
庁舎

出張所
警察・消防署

Ⅱ
市民会館
公民館
集会所

Ⅲ
美術館
博物館

Ⅳ
学校

Ⅴ
集合住宅

Ⅵ
福祉施設

Ⅶ
病院

Ⅷ
ホテル・旅館

Ⅸ
店舗

（物販・飲食）

Ⅹ
工場
倉庫

ⅩⅠ
事務所

Ⅰ
庁舎

出張所
警察・消防署

◎ ◎ ○ △ △ ○ × △ △ ○ ◎

Ⅱ
市民会館
公民館
集会所

○ ◎ ◎ △ △ ○ △ △ ◎ ○ ◎

Ⅲ
美術館
博物館

◎ ◎ ◎ ○ × × × △ ○ ◎ ○

Ⅳ
学校 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

Ⅴ
集合住宅 × × × × ◎ ◎ × △ △ △ △

Ⅵ
福祉施設 × △ × × ○ ◎ △ △ △ △ △

Ⅶ
病院 △ △ × △ △ ◎ ◎ ○ △ △ △

事務所同等
ホール特殊空
間

無窓 教室の大きさ 採光 居室の広さ 設備重装備 客室の広さ 広い空間

ホール、議会 天井高い 天井高い 天井高高い 住戸広さ 居室の採光 病室広さ 階高低い 駐車場

等特殊空間 特殊空間 廊下、階段 バルコニー バリアフリー 病室採光 パブリック

教室採光 階高低い 階高低い 病棟階高低 広く天井高い

ただし、耐力が不足する場合は、構造補強の程度により用途変更の可能性有り
数値は、建築基準法による積載荷重（N/㎡）で上段床、下段地震力を示す

◎ 可能性大 ○ 可能性あり △工夫により可能性あり × 難しい

Ⅰ
庁舎

出張所
警察・消防署

Ⅱ
市民会館
公民館
集会所

Ⅲ
美術館
博物館

Ⅳ
学校

Ⅴ
集合住宅

Ⅵ
福祉施設

Ⅶ
病院

Ⅷ
ホテル・旅館

Ⅸ
店舗

（物販・飲食）

Ⅹ
工場
倉庫

ⅩⅠ
事務所

Ⅰ
庁舎

出張所
警察・消防署

２９００
８００ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × ◎

Ⅱ
市民会館
公民館
集会所

◎
固定席、その他

2900、3500
1600、3500

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎

Ⅲ
美術館
博物館

◎ △ ２９００
８００ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × ◎

Ⅳ
学校 △ △  × △

教室
２３００

８００
◎ ◎ ◎ ◎ △ × △

Ⅴ
集合住宅 × × × ×

居室
１８００

６００
◎ ◎ ◎ × × ×

Ⅵ
福祉施設 × × × × ◎

病室
１８００

６００
◎ ◎ × × ×

Ⅶ
病院 × × × × ◎ ◎

病室
１８００

６００
◎ × × ×

１８００
６００

売り場床
２９００
１３００

倉庫
３９００

２９００
８００

施設の特徴

施設の構造耐力と空間特性からみた用途変更可能性についての簡易チェック表

【図表-45】　空間特性、階高（天井高）、空間の大きさ、採光可能性から見た用途変更の可能性

Ⅱ．構造耐力から見た用途変更の可能性
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縦軸の施設用途が横軸の施設用途に変わった事例（枠内の用途名は事例で使われている用途）
空欄は事例なし

庁舎
出張所

警察・消防署

市民会館
公民館
集会所

美術館
博物館

学校 集合住宅 福祉施設 病院 ホテル・旅館
店舗

（物販・飲
食）

工場
倉庫

事務所

庁舎
出張所

警察・消防署
（改修）

美術館
展示室 図書館

市民会館
公民館
集会所

庁舎 （改修）

美術館
博物館

（改修）

学校 庁舎
公民館
資料館
交流施設

美術館
展示室
子供博物館

専門学校
社会教育施設
看護士養成学

町営住宅
特別養護老人
ホーム
デイｻｰﾋﾞｽ

診療施設
リハビリセン
ター

宿泊施設 レストラン
特産品直売

農産物加工
研究施設
備蓄倉庫

ＮＰＯオフィス
貸しオフィス

集合住宅
住戸タイプ・戸
数変更

福祉施設 （改修）

病院 （改修） 宿泊施設

公共施設 民間施設

公共施設の用途変更事例

庁舎の用途変更 １．倉敷市庁舎→倉敷市立美術館（1F児童図書館、1・2Ｆ展示室）（1960→1983）

２．茨城県議会議事堂→県立図書館（1970→2000）

市民センターの用途変更１．千葉市民センター→千葉市美術館・中央区役所（1927→1994）

図書館の用途変更 １．大分市立図書館→アートプラザ（1968→1986？）

２．熊本県立図書館→県立美術館分館〈1958→1992）

３．県立図書館→王子市民ギャラリー

学校からの用途変更 １．文部科学省調査より学校から庁舎等への用途変更事例73件〈2003年6月）

２．京都小学校→京都芸術センター（交流・展示施設）〈1931→1999）　・志木市宗岡第三小学校→教育福祉交流センター

３．宮城県細倉小学校→郷土資料館 ・甲府市学校→藤村記念館（教育資料館）

４．明石市学校→高齢者大学校（社会教育施設）　・新潟県聖籠町学校→国際総合学園（専門学校）

５．徳島県福原小学校→上勝町営住宅（1970→2000）

６．港区立氷川小学校→特別養護老人ホーム・児童館（1986→2003）　・熊本県中央村立東小学校→福祉保険センター

７．宮城県牡鹿町学校→網小医院（診療施設）　・福岡県豊前市学校→もみじ学舎（心のリハビリセンター）

８．宮城県志津川町学校→さんさん館（滞在型宿泊施設）　・千葉県和田町学校→自然の宿（体験型宿泊施設）

９．山梨県須玉町学校→ふれあいの里（レストラン、特産品販売）

１０．登別市学校→札内高原館（農畜産物加工研究施設）

１１．荒川区中学校→西日暮里スタートアップオフィス（貸しオフィス）　・港区学校→みなとＮＰＯオフィス（事務所）

病院からの用途変更 １．病院→キープ自然学校（宿泊施設）

図3.10 公共施設の用途変更事例（旧・新用途一覧）

公共施設の用途変更事例

旧用途

新用途
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